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学校だより    よう        よう 

 

 

 

目指す生徒の姿『未来を切り拓く生徒』 教育目標『 自律 貢献 創造 』 
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遙 遙 

１０月２５日（金）、スローガン「協奏～彩れ最響の音色～」のもと、第１１回新潟柳都中学校合唱祭が行わ

れました。吹奏楽部によるオープニング演奏からスタートし、各学年合唱、全校合唱を披露しました。 

吹奏楽部は、「おジャ魔女カーニバル！」と「フレンド・ライク・ミー」 

の２曲を披露しました。アップテンポの曲で全校生徒が手拍子をしながら演 

奏を楽しみ、あたたかな雰囲気に会場が包まれました。 

１年生は学年合唱「大切なもの」を披露し、１年生らしい元気のある合唱 

を響かせました。２年生は学年合唱「瑠璃色の地球」を披露し、ソプラノ、 

アルト、テナーのバランスがとれた素晴らしい合唱でした。３年生は、学年 

合唱「正解」を披露し、３年生らしく、迫力があり、男女の美しいハーモニー 

で観衆を魅了しました。全校合唱では「手紙～拝啓十五の君へ～」を披露し、全校生徒が心を一つにし、歌詞に

自分の想いを込めながら歌い、感動的な合唱を創り上げました。 

生徒の皆さんの心を込めた合唱に涙を流されている地域の皆様や保護者の方もいらっしゃいました。 

全校生徒の皆さん、感動的な合唱を届けてくれてありがとうございました。 

『合唱祭当日の閉会のあいさつ』 合唱祭副実行委員長 

今回の合唱祭のスローガンは「協奏～彩れ最強の音色～」でした。このスローガンには、全校生徒一人一人の

歌声で合唱祭を彩り、今までの合唱祭の中でも最も響かせたいという想いが込められていました。その想いに応

えるようにどの学年合唱もとても美しく、感動するものでした。また、一人一人が自信をもって歌って、達成感

のある表情で歌を終えていたのが印象に残りました。全校生徒の皆さんが、仲間と協力し合って、気持ちを一つ

にしたからこそできたことだと思いました。この素晴らしい合唱祭にできたことに、全員で大きな拍手を送りま

しょう。 

僕は、この合唱祭で仲間と協力し、共に助け合うことの大切さを学びました。合唱祭では、リーダーの人に周

りの人が協力していたからこそ合唱を創り上げていくことができました。また、僕が分からないことがあって近

くの友達や先生に聞いたときに、すぐに教えてくれたおかげで、自分の役割を果たすことができました。学んだ

ことを大切にして、これからの生活に生かしていきたいです。 

そして、皆さん一人一人が今回の合唱祭で感じたことや学んだ経験を忘れずに、これからの人生に生かしてく

ださい。最後に、この思い出に残る合唱祭を創り上げてくださった皆さん、本当にありがとうございました。 

『今年度の合唱祭を振り返って』 合唱祭実行委員長  

全校の皆さん、合唱祭お疲れさまでした。今年は例年よりも 

練習期間が短かったため、準備がぎりぎりになったり、合唱を 

未完成のまま発表してしまうかもしれないという不安がありま 

した。しかし、授業中や放課後の練習で聞こえてくる綺麗でま 

とまった歌声を聞いて、生徒一人一人が合唱練習を真剣に取り 

組み、全力で楽しんでいることがわかりました。そして本番で 

は、それぞれの学年がとても生き生きと楽しそうに歌っていて、 

多くの人を感動させる合唱祭にすることができました。 

このような合唱祭になったのはお互いの個性を尊重し合い、 

一人一人が伸び伸びと自分らしく歌うことができたからだと思います。練習の中で不安や心配事は多くありまし

たが、全校生徒の皆さんが熱心に練習をし、たくさんの協力をしてくれたおかげで素晴らしい合唱祭になりまし

た。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『合唱祭を振り返って』実行委員学２年代表  

 私はこの合唱祭を通して、一人一人、そして全員が合唱に真剣 

に取り組まないとよい合唱にはならないということを学びました。 

私は今年実行委員をやって、慣れない中みんなをまとめるのは大変 

で難しかったけれど、同じ実行委員の人と協力して最後までやり遂 

げられてよかったです。二年生の合唱曲「瑠璃色の地球」は、転調 

や五部合唱などさまざまな難しい部分がありましたが、一人一人が 

その曲をよく理解し、心を込めて歌うことができました。みんな合 

唱祭が近づくにつれて、どんどん真剣さが増し、合唱もよくなりま 

した。来年は今年の合唱を越せるように、そして最後の合唱祭が自 

分たちにとって良い思い出になるように、これから何事にも真剣に取り組んでいきたいです。 

『合唱祭を振り返って』実行委員３学年代表  

合唱祭を終えて僕は、互いを尊重し、思いやる大切さを学びまし 

た。僕は実行委員と学年委員を掛け持ち、この合唱祭に大きく関わ 

りました。三年生は人数の関係で声量に差があり、バランスに苦戦 

しました。全校合唱では指導を担当しましたが、テンポが早くなっ 

てしまうなど大変なこともありました。ですが、一人一人が協力的 

にお互いを思い合って歌うことを意識することで、一つにまとまる 

ことができました。合唱は一人では成り立たないこと、パートごと 

にそれぞれの重要な役割があることに改めて気づくことができまし 

た。本番では、どの学年も自分たちの思いを乗せて歌うことができ 

たと思います。三年生は最後の合唱祭で、たくさん関わった分、寂しさも残りますが、この学びを大切にした

いと思います。 

『合唱祭を振り返って』実行委員１学年代表  
私は初めての合唱祭で実行委員になりました。いつもは、学年委 

員の人たちにまとめてもらっていますが、今回は、自分がまとめる 

側に立つことで、その大変さや難しさを知り、改めて学年委員や代 

表のみなさんに感謝したいと思いました。実行委員の仕事は忙しか 

ったですが、実行委員で情報を共有し、みんなと協力しながら無事 

に終えることができて嬉しかったです。また、私は代表として人前 

に立つことが苦手で、自分には無理だと思っていましたが、たくさ 

んの友達が応援し、支えてくれ、仲間の大切さを改めて知ることができてよかったです。先生方にもたくさん

頼って、教えていただいたことで、みんなをまとめることができました。そして、3年生の実行委員がリード

してくださり、みんなで協力することで、素晴らしい全校合唱を創り上げることができ、とても印象に残る合

唱祭となりました。最後に、今後の活動に繋げることは、友達と支え合うこと・人に頼ることを意識しなが

ら、生活をしていけたらいいなと思います。協力してくださったみなさん、本当にありがとうございました。 

【今後の予定】 
・１１月１１日（月）～２２日（金）教育相談期間 
・１１月１２日（火）「性に関する講話」１年生・３年生 
・１１月１３日（水）「薬物乱用防止教室」２年生 
・１１月１５日（金）２学年授業参観５限⇒２学年 PTA総会 
・１１月２１日（木）３年生進路説明会５・６限 
・１１月２６日（火）水辺の音楽祭（吹奏楽部１・２年生参加） 
・１１月２８日（木）いじめ０集会５・６限 
・１２月 ４日（水）立会演説会６限（５日朝投票） 
・１２月 ９日（月）～１２月１２日（木）後期保護者懇談会（３年生三者面談） 
・１２月２３日（月）後期前半終了日 
・ １月 ８日（水）後期後半授業開始 
・ ２月 ６日（木）７日（金）後期期末テスト 
・ ３月 ７日（金）卒業証書授与式 
・ ３月１９日（水）後期終業式 


